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令和 6.9.11-13

17） 福山　圭，佐賀由美子，水間奎太，松野啓太，岡林環樹，三津橋和也，田宮和真，渡　慧，山口宏樹，

谷　英樹：新規 SFTSV-YEZV-OZV multiplex qPCR 検査系の開発，第 6 回 SFTS 研究会，北海道，

令和 6. 9. 14-15 

18） 谷　英樹：ウイルス感染動物モデルにおけるファビピラビルの有効性について，第 6 回 SFTS 研究会

アビガン承認記念シンポジウム，北海道，令和 6. 9. 14-15

19） Kanatani J，Kimata K，Saito K，Ikeda K，Oshima M，Shimizu H，Oishi K. Prevalence and 
molecular epidemiology of Legionnaires' disease in Toyama Prefecture，Japan. The 8th ESGLI 
Meeting. Dresden，Germany. October 2024. 

20） 佐賀由美子，矢澤俊輔，嶌田嵩久，山田博司，吉田与志博，森永芳智，谷　英樹：SFTS の制圧に向

けた1 回感染性ウイルス粒子ワクチンの開発研究，令和 6 年度富山県試験研究機関研究員交流集会，

富山，令和 6. 10. 2 

21） 髙田真衣，田村恒介，神吉絹子，板持雅恵，谷　英樹，新保孝治，大石和徳，竹原美香，城石　幸，

松岡道則，松倉知晴，市村昇悦，西村良成：小学校における定期接種導入後のブレイクスルー水痘の

集団感染事例，令和 6 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部保健情報疫学部会，岐阜市，令

和 6.10.10-11

22） 大石和徳，田村恒介，舟坂雅春，白崎文朗，堀地　肇，村上美也子：県医師会との連携による高齢者

肺炎球菌ワクチンの定期接種率向上の取り組み，第 28 回日本ワクチン学会学術集会，名古屋市，令

和 6.10.26-27
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23） 田村恒介，竹内典子，常　彬，笠松亜由，新橋玲子，石和田稔彦，明田幸宏，菅　秀，大石和徳，小

児 IPD サーベイランスグループ，成人 IPD サーベイランスグループ：全年齢を通じた侵襲性肺炎球

菌感染症の血清型別罹患率およびワクチンカバー率について，第 28 回日本ワクチン学会 ･第 65 回日

本臨床ウイルス学会合同学術集会，名古屋市，令和 6.10.26-27

24） 板持雅恵，矢澤俊輔，佐賀由美子，嶌田嵩久，福山　圭，大石和徳，谷　英樹：COVID-19 ワクチン

接種後の高齢者における水痘・帯状疱疹ウイルス IgG 価の変動，第 28 回日本ワクチン学会／第 65 回

日本臨床ウイルス学会合同学術集会，愛知，令和 6. 10. 26-27 

25） 嶌田嵩久，峯岸恭孝，早川倫子，佐賀由美子，谷口咲羅，吉田琴羽，福山　圭，板持雅恵，矢澤俊輔，

國谷　亮，米田祐康，大石和徳，谷　英樹：耐熱性逆転写酵素を用いたより簡便なリアルタイム PCR
法の開発，第 28 回日本ワクチン学会／第 65 回日本臨床ウイルス学会合同学術集会，愛知，令和 6. 
10. 26-27 

26） 田村恒介，大石和徳：COVID-19 パンデミック後再流行した季節性インフルエンザの発生動向（富山

県） ，第 83 回日本公衆衛生学会総会，札幌市，令和 6.10.29-31

27） 福山　圭，神吉絹子，板持雅恵，矢澤俊輔，田村恒介，川上利恵，佐賀由美子，嶌田嵩久，佐々木直

文，黒田　誠，大石和徳，谷　英樹：高齢者施設におけるCOVID-19 クラスター発生前後の血清疫学

とPomegraph による疫学―ゲノム統合解析，第 71 回日本ウイルス学会学術集会，愛知，令和 6. 11. 4-6 

28） 山本真悠子，田島沙耶，谷　英樹，加藤豪人：シュードタイプウイルスを用いた鳥インフルエンザウ

イルス (H5N1） 感染評価系の構築，第 71 回日本ウイルス学会学術集会，愛知，令和 6. 11. 4-6 

29） 矢澤俊輔，佐賀由美子，板持雅恵，福山　圭，嶌田嵩久，吉田琴羽，谷口咲羅，鈴木亮介，松田麻未，

田島　茂，林　昌宏，大石和徳，谷　英樹：感染症流行予測調査で用いられている日本脳炎ウイルス

中和抗体測定法の改良の検討，第 71 回日本ウイルス学会学術集会，愛知，令和 6. 11. 4-6

30） Liuan Chen，Tatsuhiko Ozawa，Yoshiki Ikeda，Rigel Suzuki，Atsushi Hoshino，Akira Noguchi，
Shunsuke Kita，Yuki Anraku，Emiko Igarashi，Yumiko Saga，Noriko Inasaki，Shunta Taminishi，
Jiei Sasaki，Yuhei Kirita，Hideo Fukuhara，Katsumi Maenaka，Takao Hashiguchi，Takasuke 
Fukuhara，Kenichi Hirabayashi，Hideki Tani，Hiroyuki Kishi，Hideki Niimi: Structure analysis of 
in silico-designed SARS-CoV-2 monoclonal antibody based on UT28K. 第 71 回日本ウイルス学会学術

集会，愛知，令和 6. 11. 4-6 

31） 山下智富：フローインジェクション分析と液体クロマトグラフィーへの応用を狙いとする流路チップ

作製の試み，第 60 回フローインジェクション分析講演会，金沢市，令和 6.11.13（招待講演） 

32） 高岡美紗，九曜雅子，湊山亜未，新保孝治，板鼻広美：郵便法改正による新生児マススクリーニング

への影響－富山県の対応とその効果－，第 58 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 6.12.20

33） 髙田真衣，田村恒介，神吉絹子，板持雅恵，谷　英樹，新保孝治，大石和徳，竹原美香，城石　幸，

松岡道則，松倉知晴，市村昇悦，西村良成：小学校におけるブレイクスルー水痘の集団感染事例，第

58 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 6.12.20
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34） 矢澤俊輔，大石和徳，谷　英樹：新型コロナウイルス持続感染患者におけるウイルス性状およびゲノ

ム解析 , 第 58 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 6. 12. 20 

35） 嶌田嵩久，早川倫子，村上美也子，新谷尚久，上勢敬一郎，梅川悟司，大石和徳，谷　英樹：富山県

の感染性胃腸炎患者におけるウイルスの疫学研究，第 58 回富山県公衆衛生学会，富山市，令和 6. 12. 
20 

36） 齋藤和輝，木全恵子，綿引正則，磯部順子，金谷潤一，池田佳歩，前西絵美，竹内　崇，松崎千春，

大石和徳：2023 年に富山県内で発生したウエルシュ菌食中毒事例における全ゲノム配列を利用した遺

伝子型別の有用性について，令和 6 年度富山県公衆衛生学会，富山市，令和 6.12.20

37） 堀井裕子：ツキヨタケを加熱調理した模擬食品中の自然毒測定結果，令和 6 年度地方衛生研究所全国

協議会　東海・北陸支部衛生化学部会，四日市市，令和 7.2.13-14

38） 有沢拓也：飲用されている「とやまの名水」の水質組成の経年変化，令和 6 年度地方衛生研究所全国

協議会　東海・北陸支部衛生化学部会，四日市市，令和 7.2.13-14

39） 田村恒介：富山衛研の疫学調査と情報発信の取り組み，第 38 回公衆衛生情報研究協議会研究会，富

山市，令和 7.2.27-28

40） 谷　英樹：Up-to-date ダニ媒介感染症，第 38 回公衆衛生情報研究協議会研究会，富山市，令和 7.2.27-28 

41） 吉田琴羽，矢澤俊輔，谷　英樹：富山県における新型コロナウイルス変異株の流入状況について，令

和 6 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，石川，令和 7.3.6-7 

42） 谷口咲羅，嶌田嵩久，谷　英樹：富山県におけるインフルエンザの流行状況について（2024/2025
シーズン） ，令和 6 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，石川，令和 7.3.6-7 

43） 谷　英樹，佐賀由美子，矢澤俊輔，嶌田嵩久，山田博司，吉田与志博，森永芳智：SFTS の制圧に向

けた1 回感染性ウイルス粒子ワクチンの開発研究，令和 6 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北

陸支部微生物部会，石川，令和 7.3.6-7 

44） 矢澤俊輔，佐賀由美子，吉田琴羽，谷　英樹：感染症流行予測調査における日本脳炎ウイルス中和抗

体測定法の代替法の検討，令和 6 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，石川，

令和 7.3.6-7 

45） 木全恵子：富山県で発生した食餌性ボツリヌス症の集団感染事例について，令和 6 年度地方衛生研究

所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，金沢市，令和 7.3.6-7

46） 大島萌愛：富山県における2024 年の食中毒発生状況と腸管系病原細菌検出状況，令和 6 年度地方衛生

研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，金沢市，令和 7.3.6-7

47） 齋藤和輝：富山県におけるA 群溶血性レンサ球菌感染症の遺伝子型解析とM1UK 系統株の浸淫状況，

令和 6 年度地方衛生研究所全国協議会　東海・北陸支部微生物部会，金沢市，令和 7.3.6-7
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48） 本間悠太，山本奈々海，谷　英樹，伊澤晴彦，野口耕司，深澤征義，山地俊之：オズウイルス感染に

関与する宿主遺伝子の網羅的探索，日本薬学会第 145 年会，福岡，令和 7.3.26-29 

⑶　受賞,学位授与,資格取得等

１）受賞

田村　恒介

日本ワクチン学会　高橋奨励賞

令和 6 年 10 月 26 日

木全　恵子

地方衛生研究所全国協議会会長表彰　

令和 6 年 10 月 28 日

⑷　知　的　所　有　権

発明の名称 特許権者・出願人 発明者 番号

抗SARS-CoV-2スパイク抗体
国立大学法人富山大学・

富山県

小澤龍彦，岸　裕幸，

磯部正治，黒澤信幸，

森永芳智，山本善裕，

仁井見英樹，谷　英樹

特願2021-056423
（令和3年3月30日）

ウイルスの中和抗体の検出

方法

国立大学法人富山大学・

富山県

森永芳智，山本善裕，

川筋仁史，谷　英樹

特願2021-064709
（令和3年4月6日）

抗SARS-CoV-2抗体
国立大学法人富山大学・

富山県

小澤龍彦，岸　裕幸，

磯部正治，黒澤信幸，

森永芳智，山本善裕，

仁井見英樹，谷　英樹

特願2021-098970
（令和3年6月14日）

ウイルスの中和抗体の検出

方法

国立大学法人富山大学・

富山県

森永芳智，山本善裕，

川筋仁史，谷　英樹

PCT/JP2022/16414
（令和4年3月31日）
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